
広島大学・教育学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１５４０１

挑戦的萌芽研究

2017～2015

教科の基盤となる資質能力を育成するための幼小接続期教育に関する研究

Transitional education from kindergartens to primary schools for improvement of 
qualities and abilities leading to a foundation of subjects

００３７２７６４研究者番号：

三村　真弓（MIMURA, Mayumi）

研究期間：

１５Ｋ１３２３１

平成 年 月 日現在３０   ６ ２１

円     2,600,000

研究成果の概要（和文）：　本研究は、教科の基盤となる資質・能力とは何かを探究し、それらを幼小接続期教
育において育成するためのカリキュラム及び指導法を構築することを目的とした。
　幼稚園教育課程における各領域の活動の分析を通して、各教科の基盤となる資質・能力との関連を検討し、幼
小接続カリキュラムを作成した。また、幼稚園・小学校の教諭による相互の活動・授業観察と協議、及び乗り入
れ活動・授業を行うことによって、幼小接続の指導に必要な要件を見いだした。
　その結果、幼小接続に必要なものは異校種の教諭の意識改革であることがわかり、接続の根幹にあるのは遊び
に向かう力・学びに向かう力であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：     The purpose of this study is to reveal qualities and abilities leading 
to foundations of subjects and establish a curriculum and methods to develop them in transitional 
education from kindergartens to elementary schools. We designed the transitional curriculum through 
exploring qualities and abilities leading to foundations of subjects and considering relation of 
each area in the Japanese national curriculum, the Course of study for kindergarten, on its 
analysis. Further, we derived requirements from interactive observations of activities/teachings, 
its discussions and mutual entry activity and teaching.  
     As a result, we found that the requirement for the transition is awareness reform among 
different kinds of schools’ teachers and the stem of the transition is power directed toward 
playing and power directed toward learning.

研究分野： 音楽教育学

キーワード： 幼小接続カリキュラム　資質・能力
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 昨今では、小中連携や小中一貫教育の様々
な試みが全国各地で行われている。それらの
目的は多様であるが、大きく２つに分けられ
る。第１の目的は、不登校等の生徒指導上の
諸問題（いわゆる中１ギャップ）の解決であ
る。これに関してはかなりの成果が認められ
ている。不登校出現率の減少のみならず、児
童生徒の規範意識の向上、自尊感情の高まり
等が報告されている。第２の目的は、小中連
携による教科の学力向上である。これに関し
ては、小中一貫カリキュラムの作成、小・中
学校教員の乗り入れ指導の実施等が試みら
れている。研究代表者は、これまで様々な小
中連携の学校を視察してきた。また、広島県
府中市の小中一貫カリキュラムにもここ数
年関わってきた。その結果、小中一貫カリキ
ュラムは教科内容を系統的に並べたものが
多く（府中市教育委員会、2008、2013）、乗
り入れ指導にも様々な課題が存在すること
がわかった。これらのことから、異校種を繋
ぐ一貫カリキュラムにおいては、教科内容を
並べるのではなく、教科の基盤となる何かを
系統的に育成することが必要ではないかと
考えた。 
 一方、研究代表者・連携研究者たちは、各
教科（校種別）の授業研究を行った結果、各
教科として根本的に獲得させたい力「教科内
容・教材を対象として働く力」があることが
わかった（三村・大後戸・中村ら、2012）。
各教科にほぼ共通することは、教材に秘めら
れた教科内容を何らかの形で受容し、それを
自分のなかで咀嚼し、さらに外へと発信する
という力である。その後の検討から、「教科
特有の視点や感性」といったものも、教科内
容の獲得や質の高い学習活動には必要であ
ることがわかった。そこで本研究では、これ
らのものを、各教科の基盤となる資質・能力
と定義する。これらの資質・能力の芽生えは、
幼児期の教育の各領域の活動のなかに散在
していると考えられ、これを整理し、系統立
てることによって、幼児期の教育の領域を小
学校の教科へと繋ぐ、幼小接続期のカリキュ
ラムの構築が可能になるといえる。 

 文科省は、昨今、幼小連携の必要性を示し、
幼小接続期教育の充実を示唆した。「幼児期
の教育と小学校教育の円滑な接続のあり方
に関する調査研究協力者会議」は、幼小の教
育の目標を「学びの基礎力の育成」という１
つのつながりとして捉えることの必要性を
説いている（2010.11.11）。そこで本研究で
は、「学びの基礎力」を学習に取り組むため
に必要な力と捉え、「キャリアプランニング
能力」「人間関係形成・社会形成能力」「課題
対応能力」を通教科的に学びの基盤となる資
質・能力とみなして、幼小接続期の教育に関
する研究を行うこととした。 

 

２．研究の目的 
 本研究は、教科の基盤となる資質・能力と

は何かを探究し、それらを幼小接続期教育に
おいて育成するためのカリキュラム及び指
導方法を構築することを目的とする。 

 

３．研究の方法 
幼小接続カリキュラム作成と指導法の開

発にあたり、要件を明らかにする。まず、各
教科の基盤となる資質・能力を、各教科の教
科内容・学習活動の分析を通して明らかにす
る。それらを踏まえ、幼児期の教育課程にお
ける各領域の活動の分析を通して、各教科の
基盤となる資質・能力との関連を比較検討し、
領域と教科の接続の可能性を探る。以上を基
盤として、５歳児と小学校１年生を対象とし
た幼小接続カリキュラムを作成し、実践する。
また、学びの基盤となる通教科的な能力「キ
ャリアプランニング能力」「人間関係形成・
社会形成能力」「課題対応能力」を幼小接続
期においてどのように培っていくのかを実
践から明らかにする。 

さらに、教科の基盤となる資質・能力の育
成の在り方の一例として音楽教育を取り上
げ、幼小接続を意識した音楽活動・音楽授業
の研究を行う。 

本研究は、研究代表者の三村が校園長とし
て教育研究に関わっている広島大学附属三
原幼稚園・小学校を対象として実施する。 

 
４．研究成果 
 幼小接続カリキュラム作成と指導法の要
件を明らかにするために、以下を行った。ま
ず、幼稚園教諭と小学校教諭の相互参観及び
協議を行った。これを踏まえ、小学校教諭に
よる保育参加としてコーナー遊び（図画工作
科教諭による土粘土遊び、音楽科教諭による
音遊び、生活科教諭による転がし遊び）を幼
稚園で実施した。また、小学校教諭による小
学校音楽室での年長児対象の自己表現活動
を行った。さらに、幼稚園教諭による T2 と
しての授業参加（生活科授業・音楽科授業）
も行った。一方で、幼稚園年長児による１年
生の授業参観、年長児と１年生の交流、年長
児と２年生の交流を行い、接続期の子どもの
異校種交流の充実を図った。 

これらのことから明らかになったことは、
以下である。幼稚園教諭と小学校教諭によっ
て、①教材の捉え方、②教材を活かす環境構
成、③教材を通して設定するねらいと内容に
ついて協議を行った結果、幼小接続期のカリ
キュラム開発には、ねらいや内容、活動や環
境構成の背後にある教材観や幼児・児童観察
等に関して、相互に理解することが重要であ
ることがわかった（雑誌論文④）。また、④
ねらいに応じた教師のかかわり、⑤教師によ
る子どもの見方・捉え方、⑥ねらいと、活動
の展開や学習スタイルとの関連等について、
幼稚園・小学校の共通点、相違点を明らかに
することによって、幼小接続期の望ましい指
導法に関して示唆を得ることができた（雑誌
論文⑤）。研究の成果として、①幼小接続の



充実に向けて重要なことは、お互いの校種の
文化の違いを認め、それを尊重し合うこと、
②円滑な接続をめざすためには、それぞれの
校種独自のねらいの設定の仕方、子ども個々
や全体としての捉え方、活動の設定の仕方や
評価の仕方を、子どもたちの発達や成長にふ
さわしい形で取り入れ合うことが必要であ
ること、が挙げられる（学会発表②）。 
 一方、幼小接続カリキュラムで繋いでいく
資質・能力は何かということに関して示唆を
得るために、音楽科に焦点を当て、各国の音
楽カリキュラムが、コンテンツベースである
のか、コンピテンシーベースであるのかにつ
いて分析した。その結果、国によって相違が
あることがわかった。また、コンピテンシー
も、教科の本質に関わるコンピテンシーと汎
用的コンピンテンシーの両者に分けられる
ことがわかった（雑誌論文②）。 
 幼小接続カリキュラム開発にあたり、まず
各教科の基盤となる資質・能力を明らかにし
た。また、スタートカリキュラムに向けての
準備として、小学校教諭が幼稚園の活動を観
察し、どこに教科の芽生えがあるのかを探究
した。それらを踏まえ、小学校教諭と幼稚園
教諭が、幼稚園教育課程における各領域の活
動の分析を通して、小学校の各教科の基盤と
なる資質・能力との関連を比較検討し、５歳
児と小学校１年生を対象とした幼小接続カ
リキュラムを作成した。 

これらの実践から明らかになったことは、
①幼稚園教育は、小学校の準備教育ではない
（小学校からの要求に答えるためだけの幼
小接続ではない）、②バリアフリーの接続で
はなく、「適切な段差」も必要である（子ど
もの意識改革）、③接続カリキュラムも重要
であるが、幼稚園教諭と小学校教諭がお互い
の異なる文化を尊重し、それぞれの教育の特
徴を理解して、それを自分たちの教育に取り
入れることが必須である（教員の意識改革）、
④幼稚園では、遊びや生活の中で、クラス全
体の共通の課題に粘り強く取り組む力・協同
性・自己調整力などの資質・能力を育むこと
をめざすことが重要である、⑤小学校教諭と
の連携の積み重ねを通して、資質・能力をこ
れまで以上により意識して取り組んでいく
ことによって、子どもたちの発達や学びを幼
小で繋ぐことが可能となる、⑥幼小接続の根
幹となるのは、遊びに向かう力・学びに向か
う力の連続性、等である（研究発表⑫）。 

幼小接続カリキュラム実施の成果は、以下
である。教諭の成果として、①次年度の１年
生担任を早期に決定し、入学の３か月前から
幼稚園を訪問して保育の様子を観察したり、
子どもたちと関わりをもったりしたことで、
子どもたちの実態をしっかりと把握した上
で小学校生活をスタートさせることができ
たこと、②子どもたちの受け入れに向けて多
くの準備をすることが可能となったこと、③
算数科では、幼・小の教諭の連携により、幼
児期の身近な事象や体験のなかに、数量や形

などの算数の概念に関わるものを見つけら
れたこと、④しっかり遊ばせたり、生活場面
のなかで主体的に行動させたりする中で、子
どもたちの探究心や好奇心を引き出し、それ
らをもとに「考える必要感」や「自分事とし
て捉える」をキーワードに算数科の授業づく
りを行うことができたこと、等が挙げられる。
子どもたちの成果として、①事前の関わりに
よって小学校教諭を身近な存在として捉え
ていたため、教室を飛び出したり登校を嫌が
ったりすることなく、スムーズに小学校生活
をスタートすることができたこと、子どもの
様子から、学校生活に対する意欲を感じるこ
とができたこと、等が挙げられる。保護者を
対象としたアンケートでは、「学校が楽しい」
と感じている子どもは 96.8％、「幼小接続を
滑らかにするために、幼稚園・小学校が行っ
ている取り組みは効果的である。」に対する
保護者の肯定的回答は、95.6%と高い評価を
得ており、「幼稚園から交流しているペアの
お兄さんやお姉さんがいること、幼稚園で一
緒に遊んだ小学校の先生がいることが安心
である」、「さわやか班の先輩や地域の班の先
輩たちによくしてもらいながら、彼らからい
ろいろ学ぶことができている」という意見が
多かった。 また、「接続期の学年の交流を密
にすることで、幼児期→児童期がスムーズに
移行できている」という意見もあった（研究
発表⑰）。 

 次に、各教科や保育の各領域において、「め
ざす子ども像」「保育・教科の本質」、及び「通
教科的能力と関連的に育む保育・教科の本質
に根ざした資質・能力」を明らかにした。音
楽科を一例として示す。 

【音楽科でめざす子ども像】とは、音楽に
対する感性を働かせ、音や音楽を、音楽を形
づくっている要素とその働きの視点で捉え、
自己のイメージや感情、生活や社会、伝統や
文化などと関連付けながら創造していくこ
とのできる子ども。【音楽科の本質】とは、「音
や音楽を通して他者と関わること」「自己表
現すること」「感性を働かせること」「美しい
ものへの感動を得ること」「多様性を認め合
うこと。【通教科的能力と関連的に育む音楽
科の本質に根ざした資質・能力】とは「①キ
ャリアプランニング能力：音楽に対する感性
を働かせ、他者と協働しながら音楽表現を生
み出す中で、音楽による自己表現をしたり、
音や音楽に対して自分なりの価値を考えた
りすることができる。＜自己表現・価値の創
造＞」「②人間関係形成・社会形成能力：音
や音楽に対する気付きや感じたことを交流
したり、仲間とともに音楽を創り上げたりす
る中で、多様な価値を認める柔軟な発想を持
ち、共感したり一体感を味わったりすること
ができる。＜共有＞」「③課題対応能力：音
や音楽を、音楽を形づくっている要素とその
働きの視点で捉えて考え、感性と知性を働か
せながら、豊かな表現を追求することができ
る。＜追求＞」（研究発表⑳） 



これらに基づき、学びの基盤となる通教科
的な能力「キャリアプランニング能力」「人
間関係形成・社会形成能力」「課題対応能力」
を幼小接続期においてどのように培ってい
くのかに関して、幼児と児童を対象として、
ブームワッカーを用いた音楽活動を行った。
その結果、子どもたちが「生活や社会の中の
音や音楽」にどのように向き合おうとするの
かに関して、発達段階に応じた特徴が明らか
となった。個人や集団によって、音色を探求
したり、鳴らし方・叩き方を工夫したり、即
興的に音を組み合わせたり、協働で既習曲に
合わせてリズム打ちをしたりすることは、
「音や音楽に豊かに関わる」ことである。ど
うしたらもっと面白い音が出るのか、園内や
音楽教室内を動き回って探求する行動は、
【課題対応能力】の「粘り強く取り組む力」
「工夫する力」「様々な表現方法で表す力」
に該当し、集団活動によって協働で遊びを発
展させることは、【課題対応能力】の「力を
合わせて取り組む力」に該当する。また、他
者の表現の面白さに気付き、自らもそれを取
り入れてチャレンジするという姿が見られ
た。これは、【人間関係形成・社会形成能力】
の「自分の思いを伝えたり、相手の思いに気
付いたりする力」「状況を判断する力」「相手
にわかるように表したり、相手の表現を受け
入れたりする力」に該当する（研究発表⑱、
雑誌論文⑮）。以上のように、音楽活動が通
教科的な能力とどう繋がるのかが具体的に
明らかとなったことは研究成果といえる。 

続いて、教科の資質・能力の育成の在り方
の一例として音楽教育に関する研究報告を
行う。まず、スペインのペラアントン校にお
ける、幼稚園・小学校を通した「子どもが育
つ音楽教育」に関して研究を行い、音楽教育
としての成果、人間教育としての成果を明ら
かにした（研究発表③、雑誌論文①）。また、
音楽能力発達の先行研究や、実際の子どもの
音楽活動の実態等から、音楽能力の発達至適
時期を明らかにし（雑誌論文⑫）、優れた音
楽教育法の事例から、それぞれの発達時期に
ふさわしい音楽指導法を明らかにした（雑誌
論文⑧）。さらに、幼児と小学生を対象とし
て、音高と音色を認識・識別する聴取力の発
達に関する研究を行った（雑誌論文⑨）。一
方、過去の優れた音楽教育の事例として、「ふ
しづくりの教育」の研究を行い、その特徴と
成果を明らかにした（雑誌論文⑦⑩⑪⑯、学
会発表①④⑤⑨⑩⑪）。これをもとに、幼稚
園、小学校、特別支援学校において、「ふし
づくりの教育」の実践を試みた（学会発表⑭
⑮⑯⑲㉑）。以上のように、音楽科の資質・
能力を育むために有効な指導法等に関する
研究はかなり進んだが、それを実践に活かす
研究はまだスタート段階であり、さらに時間
をかけて実践研究を行い、有効性を検証する
ことが今後の課題である。 
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